
電話

第 ７ 章
第 １ 節
第 １ 施策

① ② ③

a b
c d
e f

担当部課名

主要事業計画対象の有無

企画政策 企画調整

平成１４年度

４　評価指標

実   績

〔金額単位：千円〕

目   標
平成14年度

指　標　②
指　標　③

平成11年度

事業開始年度
１ 総合計画における位置づけ

17110

政  策  名 個性豊かなコミュニティづくりを進めます

事務事業名 事業コード

0947,492

226.0
944,680

2,812

0 0 947,401

実   績

2,721

指標式

パートナーシップ型まちづくり推
進指針の策定

指標名

パートナーシップ型まちづくり推進指針策定
懇談会の設置
　構成　　公募委員７　団体推薦４　学識経験者３
　開催　　平成１３年６月～平成１４年３月全６回
モデル事業の実施
　①ワークショップ手法の確立
　　（公園づくりワークショップ）
　②課題の発見、人材育成の研究
　　（まちなみウオッチング）
　③ＮＰＯ法人化支援方法の研究
　　（障害者団体のＮＰＯ法人化の支援）
　④市民活動と行政の協働の研究
　　（市民活動サポートセンターの開館・運営）

　相模原市２１世紀総合計画において、基本方針のひとつとして掲げている市民と行
政とのパートナーシップの確立を図り、市民の自主的、主体的な市政への参画を推進
するため、「パートナーシップ型まちづくり推進指針」を策定する。

市民、企業、行政(職員)

対象
数

（３）平成13年度事業の内容

計画年次 年度

　前期実施計画第７章第１節　基本方針
　　市民と行政との適切な役割分担のもと、市民の地
　域課題への主体的な取り組みを支援するとともに、
　市民と行政とのパートナーシップを確立し、市民主
　体のまちづくりを進めます。

年度

２ 実施根拠及び関連法令等

（２）対象（誰、何）
３ 事業概要
（１）事業の目的

基本施策名
施  策  名

本事業においては、指針の策定が
最終目標となるため。

指　標　①

５ 目標と実績

指標設定
の意図

目   標

特　定　財　源

決算（予算）額

合　　計

人員・時間数
人　件　費

その他経費

事
　
業
　
費

〔様式　１〕

　　042（769）8203

事 務 事 業 評 価 表

平成13年度（評価対象年度）平成12年度

944,680
226.0

実   績

（５）個別計画の概要

（４）総合計画･実施計画における概要   

市民参加促進事業

特定非営利活動促進法

市民主体のまちづくり
個性豊かな地域づくり

計 画 名 なし

　年度～　

課 班

13

企画部

有



 
2

  ③ e
  f

1

1

1

2

1

あ　る

な　い

あ　る

な　い

2

見　直　し

廃     止

完     了

８二次評価における変更点

説明

○平成１３年度に引き続き、指針の策定に向けて事業を進める。
○平成１４年度は、庁内の検討組織を設置し、懇談会と同時並行で、指針の策
　定作業を行う。
○懇談会においては、市長への提言書素案について、タウンミーティングを実施
　し、広く市民の意見を集約しながら、提言書を策定する予定。
○懇談会からの提言書は１０月、市としての指針策定は、平成１５年１月を目途と
　している。

②  c
 d

6

市民に対して社会サービスを提供していくという面では、市行政と企業、市民は同
じ立場にあり、それぞれの役割を担いながら協働を進めていくための事業である
ことから、市としての役割分担の根幹をなす事業である。

×100= ×100=

（４）事業の代替性・・・県、民間との役割分担のあり方から見て、市が実施していくことが適当か

多様な市民ニーズに対応した施策展開や、民間が担える分野については積極的
に民間に委ねていくという適正な役割分担に基づいた事業実施の推進にあたっ
ては、市民との協働に基づいた行政運営が今後、必要不可欠である。

コスト改善余地

６　個別評価

（２）必要性･･･時代変化に適応した事業内容か

（１）達成度･･･目標をどれだけ達成したか

評 価

①  a
b

  
 

 
 

評 価

（６）有効性･･･当該事業は上位の施策を実現する上で有効か

懇談会及びモデル事業は、それぞれ成果が見られ、着実に事業が進んでいるこ
とから、参加している市民には概ね満足されているものと判断される。市民の満足
度という点では、市民活動サポートセンターが未設置であることが懸念される。

評 価

Ａ：代替の可能性ない

Ｂ：代替の可能性低い

他自治
体の類
似事業
との比
較

○横浜市、横須賀市においては、市民活動促進のための条例や指針が制定さ
　れている。
○横須賀市では、市民参加を推進する観点から、市民協働型まちづくり推進指
　針やパブリックコメントに関する条例が制定されている。
○大和市では、自治基本条例の制定に着手している。

  

評 価

今後の進め方

継　    続

★ ★ ★ ★ ☆

７ 総合評価

Ａ：満足できる

Ａ：有効である

Ｂ：一部満足できない

理由：
Ｂ：一部有効である

Ｃ：有効でない

評 価 Ａ：適応している
Ｂ：一部適応していない

評 価

Ｃ：妥当でない

Ａ：妥当である
Ｂ：一部妥当でない

評 価

（３）経済性・効率性･･･費用対効果は妥当か

Ｃ：適応していない

Ｃ：代替の可能性高い

（５）市民満足度・・・対象市民の満足は得られているか

市民との協働を進めていく上では、課題の共通認識や合意形成に十分時間をか
ける必要があり、表面的には非効率的にみえるが、その後においては、市民ニー
ズに対応した事業展開が迅速に行えるなど、高い効果が見込まれる。

理由：

理由：

理由：

理由：

理由：
　指針の策定は、平成１３年度及び平成１４年度の２か年に渡る事業であり、懇談会及びモデル事業などの平成１３年度事業
については順調に実施されたものの、指針自体の起草・策定については、平成１４年度に行われるため。

Ａ：達成している　　　(α≧100%)

Ｂ：一部達成していない(100%>α≧80%)

Ｃ：達成していない   （80%>α)

   α＝①、②、③の平均値  ＝

×100=

説明：

説明：

Ｃ：満足できない

協働はこれからの行政運営においては、基盤となる理念であり、指針は、今後、
市民自治に基づいた施策を展開する上での基本的な方向性を定めるものとな
る。

懇談会において、今後さらに検討を深
めることにより、相模原にふさわしい市
民と企業、行政の協働のあり方につい
て提案・検討が行われるものと思われ
る。

成果向上の余地
≪評価バランスチャート≫ 達成度

必要性

経済性・効率性

事業の代替性

市民満足度

有効性

A

B

C

A

B

C

AA

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ


